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上
条 

日
に
日
に
秋
が
深
ま
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
六
日(

日)

は
、
上
条
の
有
志
の
皆
さ
ま

で
つ
く
ら
れ
た
「
上
条
を
活
性
化
す
る
会
」
に
よ
る

「
秋
の
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
月
の
種
植
え

か
ら
始
ま
り
、
間
引
き
作
業
や
草
取
り
を
行
い
、
皆
さ

ま
の
手
に
よ
っ
て
丹
精
込
め
て
つ
く
ら
れ
た
大
根
は
、

す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
で
き
る
日
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。 

今
回
の
収
穫
祭
を
通
し
て
、
上
条
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
上
条
で
の
楽

し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

今
号
で
は
、
秋
の
収
穫
祭
に
向
け
た
準
備
作
業
の
様

子
や
上
条
の
古
道
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し

ま
す
。 

秋
の
収
穫
祭 

ま
で

秋
の
収
穫
祭 

ま
で

秋
の
収
穫
祭 

ま
で   

あ
と
一
ヶ
月

あ
と
一
ヶ
月

あ
と
一
ヶ
月 

収
穫
の
秋
！

収
穫
の
秋
！  

●
十
月
九
日
（
土
）
● 

 
 
 
 
 
 

大
根
畑
の
草
取
り 

上
条
古
道
整
備

上
条
古
道
整
備

上
条
古
道
整
備 

上
条
集
落
見
学
会
と
秋
の
収
穫
祭

上
条
集
落
見
学
会
と
秋
の
収
穫
祭

上
条
集
落
見
学
会
と
秋
の
収
穫
祭   

日 

時 
 

11
月
26
日
（
日
） 

＊
上
条
を
活
性
化
す
る
会
主
催
「
秋
の
収
穫
祭
」 

時 

間 
 

午
前
10
時
～
正
午 

ダ
イ
コ
ン
10
本
の
お
土
産
付
き
。
（
参
加
費
１
０
０
０
円
） 

＊
第
16
回
上
条
集
落
見
学
会 

時 

間 
 

午
後
１
時
～
午
後
３
時 

集 

合 
 

福
蔵
院
駐
車
場
（
塩
山
下
小
田
原
１
０
０
５
） 

参
加
料 

 

無
料
（
別
途
保
険
料
） 

福蔵院 

※駐車場 

※仮設トイレ 

大根畑 

大きく育つ大根 

整備前 整備後 

 

十
月
七
日
（
土
）
、
上

条
組
の
皆
さ
ま
に
よ
っ

て
、
金
井
加
里
神
社
か
ら

集
落
に
続
く
古
道
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
丁
寧

に
作
業
は
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
デ
コ
ボ
コ
道
だ
っ
た

古
道
が
安
全
に
通
れ
る
道

に
生
ま
れ
返
り
ま
し
た
。 

 

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ   

 

◆
申
込
み
・
文
化
財
課
ま
で
（
☎ 

三
二-

五
〇
七
六
） 

【
塩
山
向
嶽
寺
特
別
大
公
開
】

【
塩
山
向
嶽
寺
特
別
大
公
開
】

【
塩
山
向
嶽
寺
特
別
大
公
開
】   

   

歌
枕
と
し
て
の
「
塩
の
山
」
や
塩
の
山
南
麓
に
作
ら
れ
た
向

嶽
寺
庭
園
（
名
勝
）
等
、
向
嶽
寺
を
特
別
に
公
開
し
て
い
た
だ

き
、
見
学
会
と
和
歌
に
関
す
る
講
演
会
を
行
な
い
ま
す
。 

 

①
名
勝
向
嶽
寺
庭
園
見
学
と
境
内
散
策 

 

名
勝
で
あ
る
向
嶽
寺
庭
園
の
ほ
か
、
境
内
を
ご
案
内
し
ま

す
。 

■
日
時 

 
 

11
月
19
日(

日) 

午
前
10
時
～
正
午 

■
集
合
場
所 

向
嶽
寺 

仏
殿
前 

■
参
加
費 

 

無
料 

■
参
加
申
込 

11
月
15
日(

水)

ま
で 

②
和
歌
刻
書
土
器
の
世
界 

 
 

 

―
平
安
時
代
の
和
歌
と
「
志
ほ
の
や
ま
」
― 

 

こ
の
ほ
ど
発
見
さ
れ
た
ケ
カ
チ
遺
跡
の
「
和
歌
刻
書
土
器
」

の
和
歌
と
「
塩
の
山
」
の
和
歌
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。 

■
日
時 

 
 

11
月
25
日(

土) 

午
後
１
時
～
午
後
３
時 

■
講
師 

 
 

石
田
千
尋
氏 

 
 

 
 

 
 

（
聖
心
女
子
大
学
・
中
央
大
学
兼
任
講
師
） 

■
会
場 

 
 

向
嶽
寺 

大
方
丈 

■
参
加
費 

 

無
料 

■
定
員 

 
 

５０

名 

■
参
加
申
込 

11
月
21
日(

火)

ま
で 

※
こ
の
講
演
会
は
、
塩
ノ
山
赤
松
を
守
る
会
10
周
年
記
念
事

業
と
の
共
催
で
す
。 

  
 宮

光
園
「
ハ
レ
の
日
祝
う

宮
光
園
「
ハ
レ
の
日
祝
う

宮
光
園
「
ハ
レ
の
日
祝
う   

ち
り
め
ん
細
工
展
」

ち
り
め
ん
細
工
展
」

ち
り
め
ん
細
工
展
」   

   

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
各
月
第
二
金
・
土
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
、
創
作
古
布
ち
り
め
ん
細
工
教
室
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
古
民
家
を
古
布
で
彩
り
ま
す
。 

■
日
時 

11
月
３
日
（
金
）
～
６
日
（
月
） 

 
 

 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 
 

 
 

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で 

 

■
会
場 

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」 

映
水
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
立
正
寺
写
仏
体
験
」

映
水
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
立
正
寺
写
仏
体
験
」

映
水
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
立
正
寺
写
仏
体
験
」 

 

開
創
以
来
１
３
０
０
年
を
超
え
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
あ
る
休
息
山
立
正
寺
に
て
、
絵
師
・
映
水
氏
の
写
仏

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。   

■
期
間 

11
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
～
12
時 

■
会
場 

休
息
山
立
正
寺
（
甲
州
市
勝
沼
町
休
息
１
７
１
３
） 

■
参
加
費 

無
料 

■
定
員 

20
名 

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
。 

宮
光
園
「
映
水
展
～
自
灯
明
～
」

宮
光
園
「
映
水
展
～
自
灯
明
～
」

宮
光
園
「
映
水
展
～
自
灯
明
～
」 

 

絵
師
・
映
水
氏
の
屏
風
、
板
絵
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
写
仏
体
験
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

■
期
間 

11
月
10
日
（
金
）
～
27
日
（
月
） 

■
会
場 

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」 

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」 

■
休
館
日 

火
曜
日 

■
観
覧
料 

 

２
０
０
円
（
20
歳
以
上
） 

 
 

 
 

 
 

１
０
０
円
（
20
歳
未
満
）
※
団
体
割
引
あ
り 

   
101010
月
の
で
き
ご
と

月
の
で
き
ご
と

月
の
で
き
ご
と   

【
第
15
回
上
条
集
落
見
学
～
神
金
の
謂
れ
を
巡
る
～
】 

 

十
月
一
日
（
日
）
の
第
15
回
上
条
集
落
見
学
会
は
、
上
条

集
落
と
そ
の
周
辺
地
域
を
巡
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
十
一
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

上
条
集
落
だ
け
で
な
く
、
原
之
京
鍛
冶
遺
構
や
神
部
神

社
、
神
金
軌
道
跡
な
ど
神
金
の
謂
れ
に
触
れ
な
が
ら
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 


